
携帯電話、パソコン、電子基板などの廃棄物、すなわち「都市鉱山」には金などの貴金属が含まれ

ている。通常金の都市鉱山からの回収のために金を溶解する過程では王水が用いられる。我々は

バイポーラ交流電気分解法を用いることで、塩水に金を溶解させて金を回収する手法を開発した。
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概要

◆具体例１：電子部品や電子基板からの金回収

電子部品など金を含有する廃棄物を

塩化物イオンを含む電解液に入れて

その試料を挟むように炭素電極を設

置する。交流電圧を電極に印加する

ことで電解液に金属が溶解する。

◆具体例２：金の海水への溶解

金電極を海水に浸して交流電圧を印加することで、金が海水に溶解

して、塩化金酸を容易に生成することができる。
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王水のような危険物を用いず、また回収の際に塩素ガスなど有毒な副生成物を発生させること

のない、環境にやさしいクリーンな金回収法を開発した。また、本手法は特に高価な装置を用い

なくても簡便に金を溶解させて回収できることが特長である。

海水採取の様子
東京湾からの海水採取 金電極から海水への金溶解

金を海水に溶かした後

https://www.journal.csj.jp/doi/full/10.1246/cl.200554

